
近
年
、
証
券
市
場
の
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
家
計
お
よ
び
発
行
会
社
を
取
り
巻
く
環
境
に
あ
ら
た
な
変
化
が
み
ら
れ
、
さ
ら
に

銀
行
に
よ
る
証
券
仲
介
業
へ
の
参
入
な
ど
証
券
業
務
そ
れ
自
体
に
か
か
わ
る
重
要
な
制
度
改
革
が
加
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
金
融
ビ

ッ
グ
バ
ン
は
、
市
場
仲
介
業
者
で
あ
る
証
券
会
社
・
証
券
業
界
の
あ
り
方
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
が
、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
の

今
後
予
定
さ
れ
る
行
動
変
化
と
証
券
業
界
に
対
す
る
再
度
の
制
度
改
革
は
、
証
券
業
の
機
能
や
産
業
組
織
を
ど
の
よ
う
な
方
向
に
変

化
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
で
は
、（
１
）
家
計
金
融
資
産
を
取
り
巻
く
新
た
な
動
向
、（
２
）
発
行
会
社
を
取
り
巻
く
新
た
な
動

向
を
整
理
し
た
後
、（
３
）
証
券
業
の
機
能
や
産
業
組
織
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
見
ら
れ
る
か
、
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

１
　
家
計
金
融
資
産
を
取
り
巻
く
動
向

日
銀
の
資
金
循
環
勘
定
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
四
年
三
月
末
に
お
け
る
家
計
の
金
融
資
産
に
占
め
る
リ
ス
ク
性
資
産
（
株
式
、
投
信
、

外
貨
預
金
）
の
比
率
は
、
八
・
五
一
％
と
な
り
前
年
度
比
二
・
三
％
の
上
昇
と
な
っ
た
（
図
１
）。

も
っ
と
も
、
二
〇
〇
〇
年
の
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
崩
壊
以
後
、
低
下
傾
向
に
あ
っ
た
リ
ス
ク
性
資
産
の
比
率
が
、
こ
れ
で
底
を
打
っ
た
か

ど
う
か
、
判
断
が
難
し
い
。
リ
ス
ク
性
資
産
の
残
高
増
加
を
、
株
式
お
よ
び
投
資
信
託
に
つ
い
て
ネ
ッ
ト
の
資
金
流
入
お
よ
び
評
価

益
に
分
解
し
て
み
る
と
表
１
の
よ
う
に
な
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
投
資
信
託
は
、
相
場
動
向
に
関
わ
ら
ず
ほ
ぼ
一
貫
し
て
資
金
流
入
が
見
ら
れ
る
が
（
１
）、

株
式
の
ほ
う
は
資
金
流
出
の

（1）

今
後
の
証
券
業

二
上
季
代
司
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図１　リスク性資産の比率（家計金融資産）

（出所）日銀資金循環勘定より作成
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表１　リスク性資産残高増加の内訳
（単位；億円）

2003

1998

株式
残高増加 内訳

資金純流出入
－77,237 1,373

50,175 －6,633
252,076 －1,231

－192,248 －20,669
－81,862 806

2002 －134,962 －17
292,726 －23,715

年度

投資信託 外貨預金
残高増加 内訳

残高増加
評価損益 資金純流出入 評価損益

1997 －78,610 －33,584 －32,922 －662 －5,603
56,808 14,232 15,356 －1,124 5,896

1999 253,307 56,344 24,709 31,635 12,241
2000 －171,579 20,056 69,993 －49,937 6,603
2001 －82,668 －34,882 －12,060 －22,822 3,988

－134,945 －20,497 10,356 －30,853 6,642
316,441 54,684 8,133 46,551 9,262

（注）資金純流出入は「金融取引表」、評価損益は「調整」勘定による。
（出所）図１に同じ。

ほ
う
が
多
く
、
し
か
も
相

場
動
向
に
左
右
さ
れ
る
性

格
が
強
い
こ
と
が
見
て
取

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の

限
り
で
は
│
│
も
っ
と
詳

細
な
検
討
が
必
要
で
あ
る

が
│
│
、
株
式
市
場
に
は

短
期
回
転
資
金
は
と
も
か

く
、
家
計
の
中
長
期
資
金

は
安
定
し
て
流
入
し
て
い

な
い
よ
う
に
見
え
る
。
で

は
、
家
計
資
産
の
動
向
に

つ
い
て
こ
の
ト
レ
ン
ド
は

今
後
も
続
く
の
で
あ
ろ
う

か
。そ

こ
で
、
証
券
リ
テ
ー

ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
に
と

っ
て
か
か
わ
り
の
あ
る
、



個
人
金
融
資
産
の
今
後
の
環
境
変
化
を
取
り
上
げ
て
み
る
と
、
注
目
さ
れ
る
の
は
次
の
四
点
で
あ
る
。

第
一
に
、
二
〇
〇
五
年
春
に
予
定
さ
れ
て
い
る
流
動
性
預
金
へ
の
ペ
イ
オ
フ
解
禁
で
あ
る
。
銀
行
、
証
券
各
社
は
ペ
イ
オ
フ
解
禁

と
と
も
に
証
券
投
資
な
ど
に
振
り
向
け
ら
れ
る
待
機
資
金
を
推
測
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
み
ず
ほ
証
券
は
、
ペ
イ
オ
フ
解
禁
を
目
前

に
し
た
待
機
資
金
を
一
四
〇
兆
円
と
推
計
し
、
こ
れ
が
ペ
イ
オ
フ
解
禁
と
と
も
に
部
分
的
に
消
費
や
投
資
に
回
る
と
推
測
し
て
い
る
（
２
）。

も
う
少
し
堅
め
に
見
積
も
っ
た
推
測
と
し
て
三
七
兆
円
が
シ
フ
ト
す
る
、
と
す
る
報
道
も
あ
る
（
３
）。

推
定
額
の
多
少
に
は
幅
が
あ
る
が
、

兆
円
規
模
の
金
額
が
待
機
資
金
と
な
っ
て
証
券
投
資
を
う
か
が
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

第
二
は
、
人
口
動
態
的
な
理
由
か
ら
生
じ
て
く
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
団
塊
の
世
代
が
退
職
時
期
を
迎
え
、
大
量
の
退
職
金
運
用

ニ
ー
ズ
が
生
ま
れ
る
。
こ
れ
と
重
な
る
こ
と
で
あ
る
が
、
少
子
高
齢
化
を
迎
え
、
六
〇
才
以
上
の
高
齢
者
の
資
産
運
用
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
く
る
。
世
帯
主
六
〇
才
以
上
の
家
計
資
産
（
い
わ
ゆ
る
シ
ニ
ア
マ
ネ
ー
）
は
現
在
七
四
〇
兆
円
で
あ
り
、
さ
ら
に
年
間
の
相

続
財
産
は
一
二
兆
一
七
〇
〇
億
円
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
国
税
調
べ
）。
退
職
金
あ
る
い
は
相
続
財
産
の
運
用
に
つ
い
て
税
務
も
含
め

た
幅
広
い
知
識
を
必
要
と
す
る
世
代
が
、
今
後
、
中
長
期
に
わ
た
っ
て
継
続
す
る
こ
と
に
な
る
。

第
三
に
、
商
法
改
正
に
よ
り
「
株
券
不
発
行
制
度
」
が
導
入
さ
れ
、
今
後
五
年
以
内
の
一
斉
日
に
上
場
株
券
・
店
頭
株
券
が
不
発

行
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
現
在
、
保
管
振
替
機
構
へ
の
預
託
率
は
六
五
％
程
度
と
い
わ
れ
て
い
る
（
４
）。

個
人
投
資
家
の
株
式
保
有
比
率

は
二
〇
・
五
％
（
二
〇
〇
四
年
三
月
末
）
で
あ
る
が
、
そ
の
半
分
が
タ
ン
ス
株
券
と
仮
定
す
る
と
約
四
〇
兆
円
と
な
る
。
タ
ン
ス
株

券
の
特
定
口
座
へ
の
入
庫
期
限
は
今
年
末
ま
で
で
あ
り
、
現
在
急
速
に
入
庫
さ
れ
つ
つ
あ
る
現
状
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
五
年

以
内
に
証
券
会
社
等
の
預
か
り
資
産
と
し
て
吸
収
さ
れ
る
運
命
に
あ
る
。

第
四
は
、
金
融
所
得
課
税
の
一
元
化
で
あ
る
。
こ
の
一
〇
月
か
ら
株
式
投
資
信
託
の
売
買
損
益
に
つ
い
て
も
株
と
の
損
益
通
算
が

認
め
ら
れ
た
が
、
今
後
、
そ
の
対
象
が
広
げ
ら
れ
、
来
四
月
に
は
配
当
所
得
も
加
え
ら
れ
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
将
来
的
に

（3）



は
預
貯
金
利
子
も
含
め
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
、
金
融
所
得
に
つ
い
て
課
税
が
一
元
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

と
、
家
計
の
金
融
資
産
は
少
数
の
メ
イ
ン
口
座
へ
集
約
さ
れ
る
傾
向
が
起
こ
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
従
来
、
わ
が
国
の
資
産
家
は
、

税
務
上
の
理
由
等
か
ら
、
む
し
ろ
口
座
を
分
散
さ
せ
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。
そ
れ
が
反
転
す
る
可
能
性
が
で
て
き
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
四
点
は
、
証
券
リ
テ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
今
後
の
展
開
に
と
っ
て
考
慮
す
べ
き
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
が
、
証
券
市
場

へ
の
ニ
ュ
ー
マ
ネ
ー
が
期
待
で
き
る
の
は
前
二
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
ペ
イ
オ
フ
解
禁
に
向
け
た
待
機
資
金
や
シ
ニ
ア
マ
ネ

ー
が
中
長
期
の
資
金
と
し
て
株
式
市
場
に
入
っ
て
く
る
か
ど
う
か
は
、
投
資
対
象
で
あ
る
株
式
価
値
の
向
上
、
セ
ル
サ
イ
ド
の
サ
ー

ビ
ス
の
質
・
信
頼
性
向
上
に
か
か
っ
て
い
る
。

２
　
発
行
会
社
を
取
り
巻
く
動
向

次
に
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
動
向
に
つ
い
て
も
重
要
な
動
き
が
あ
る
。
第
一
に
、
商
法
の
抜
本
的
改
正
に
よ
り
二
〇

〇
六
年
春
に
は
外
国
企
業
に
株
式
交
換
で
の
Ｍ
＆
Ａ
が
解
禁
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
現
状
、
株
式
交
換
に
よ
る
企
業
合
併
は
国
内
企

業
に
の
み
許
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
外
国
企
業
に
も
認
め
よ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
外
国
企
業
が
一
〇
〇
％
の

在
日
現
地
法
人
を
通
じ
て
日
本
企
業
を
買
収
・
合
併
す
る
際
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
で
は
な
く
親
会
社
株
式
と
の
株
式
交
換
で
す
ま
せ
る

「
三
角
合
併
」
方
式
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
Ｍ
＆
Ａ
の
活
発
化
に
導
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
防
衛
策
に
関
す
る
ア
ド

バ
イ
ス
ニ
ー
ズ
を
高
め
る
方
向
に
働
く
。

な
お
、
Ｍ
＆
Ａ
の
件
数
は
一
九
九
七
年
ご
ろ
か
ら
急
増
し
て
お
り
、
二
〇
〇
四
年
（
八
月
ま
で
）
は
一
三
五
八
件
と
前
年
比
二

二
％
の
増
加
、
暦
年
で
二
〇
〇
〇
件
ベ
ー
ス
に
上
っ
て
お
り
、
五
年
前
の
二
倍
に
な
っ
て
い
る
（
５
）。

こ
れ
に
関
連
し
て
第
二
に
、
近
年
、

企
業
再
生
フ
ァ
ン
ド
が
急
速
に
投
資
額
お
よ
び
投
資
対
象
業
種
を
拡
大
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
公
表
ベ
ー
ス
で
企
業
再
生
フ
ァ
ン

（4）



ド
の
国
内
投
資
累
計
額
は
一
兆
円
を
超
え
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
八
割
が
最
近
一
年
以
内
の
も
の
で
あ
る
。

Ｍ
＆
Ａ
お
よ
び
企
業
再
生
の
活
発
化
は
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
け
る
市
場
規
律
を
向
上
さ
せ
、
今
の
と
こ
ろ
わ
が
国

企
業
の
収
益
力
向
上
に
貢
献
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
株
式
の
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
価
値
を
高
め
、
家
計
が
中
長
期
資
金
を
株
式
市

場
に
投
入
す
る
条
件
を
満
た
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。

第
三
に
、
新
興
企
業
向
け
三
市
場
に
お
け
る
Ｉ
Ｐ
Ｏ
は
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
五
百
社
超
に
の
ぼ
り
毎
年
一
〇
〇
件
以
上
の
ペ
ー
ス

で
進
む
ト
レ
ン
ド
が
定
着
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
わ
が
国
に
も
Ｉ
Ｐ
Ｏ
で
創
業
者
利
得
を
得
る
富
裕
層
が
多
く
生
ま
れ

る
こ
と
を
意
味
す
る
。

わ
が
国
証
券
会
社
の
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
業
務
は
、
一
九
九
七
年
ご
ろ
を
境
に
、
そ
れ
ま
で
の
引
受
業
務
偏
重
か
ら
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
は
じ
め
問
題
解
決
型
の
投
資
銀
行
業
務
中
心
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
が
、
以
上
の
よ
う
な
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
に
お
け
る
近
年
の
動
き
は
、
こ
う
し
た
傾
向
を
一
層
強
め
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
と
と
も
に
、
富
裕
層
向
け
の
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
バ
ン
キ
ン
グ
ビ
ジ
ネ
ス
（
６
）

が
証
券
会
社
に
お
い
て
も
展
開
で
き
る
状
況
を
作
り
出
し
つ
つ
あ
る
。

３
　
証
券
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
中
心
的
機
能
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
産
業
組
織
の
変
化

一
九
九
八
年
の
金
融
ビ
ッ
グ
バ
ン
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
手
数
料
自
由
化
や
証
券
業
の
登
録
制
、
銀
行
に
よ
る
投
信
窓
販
等
は
、

す
で
に
証
券
業
の
機
能
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
産
業
組
織
に
大
き
な
影
響
を
与
え
つ
つ
あ
る
が
、
上
述
の
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
の
行
動

を
取
り
巻
く
環
境
変
化
な
ら
び
に
今
年
四
月
か
ら
の
証
券
仲
介
業
制
度
の
導
入
（
お
よ
び
一
二
月
か
ら
の
銀
行
に
よ
る
証
券
仲
介
業

へ
の
参
入
解
禁
）
は
、
さ
ら
に
そ
の
傾
向
を
強
め
よ
う
。

ビ
ッ
グ
バ
ン
以
後
に
顕
著
と
な
り
今
後
そ
れ
が
定
着
、
あ
る
い
は
一
層
強
化
さ
れ
る
と
目
さ
れ
る
傾
向
は
次
の
五
点
で
あ
る
。

（5）



第
一
は
、
リ
テ
ー
ル
証
券
業
務
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
多
様
化
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ビ
ッ
グ
バ
ン
以
後
、
①
オ
ン
ラ
イ

ン
証
券
の
よ
う
に
シ
ス
テ
ム
投
資
に
注
力
し
低
い
手
数
料
と
信
用
取
引
供
与
で
短
期
回
転
資
金
を
誘
引
す
る
薄
利
多
売
型
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
、
②
積
極
的
な
勧
誘
は
せ
ず
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
顧
客
対
応
す
る
プ
ル
型
営
業
、
③
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

ベ
ー
ス
の
資
産
管
理
型
営
業
、
④
富
裕
層
向
け
の
相
続
や
資
産
運
用
に
関
連
す
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
バ
ン
キ
ン
グ
ビ
ジ
ネ
ス
の
四
つ
の

類
型
が
現
出
し
た
。
最
後
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
バ
ン
キ
ン
グ
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
中
小
企
業
オ
ー
ナ
ー
向
け
の
事
業
承
継
・
売
却
や
Ｉ
Ｐ
Ｏ

な
ど
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
業
務
と
背
中
合
わ
せ
の
関
係
に
あ
る
。

第
二
は
、
証
券
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
中
心
的
機
能
の
シ
フ
ト
と
業
態
区
分
の
曖
昧
化
で
あ
る
。
資
産
管
理
業
務
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

バ
ン
キ
ン
グ
で
は
ア
ド
バ
イ
ス
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
質
が
決
定
的
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
る
の
だ
が
、
こ
う
し
た
ア
ド
バ
イ
ス
サ
ー

ビ
ス
は
従
来
は
ブ
ロ
ー
カ
ー
業
務
に
付
随
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
れ
単
独
で
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
り
立
つ
も
の

と
は
考
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
証
券
仲
介
業
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
や
保
険

代
理
店
、
会
計
事
務
所
な
ど
が
そ
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
能
力
を
発
揮
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
に
お
い
て
も
Ｍ
＆
Ａ
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
こ
れ
ま
で
引
受
ビ
ジ
ネ
ス
の
付
随
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
位
置
づ
け
で

あ
っ
た
が
、
Ｍ
＆
Ａ
の
規
模
が
拡
大
、
そ
れ
自
体
と
し
て
十
分
に
採
算
の
取
れ
る
も
の
と
な
っ
た
今
日
で
は
、
銀
行
な
ら
び
に
会
計

事
務
所
が
有
力
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
証
券
ビ
ジ
ネ
ス
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
が
ア
ド
バ
イ
ス
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

に
よ
る
付
加
価
値
に
求
め
る
よ
う
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
業
態
間
の
境
は
曖
昧
に
な
っ
て
こ
よ
う
。

第
三
は
、
証
券
業
界
の
産
業
組
織
で
あ
る
。
か
つ
て
の
「
四
社
寡
占
」
は
崩
壊
し
、
大
手
証
券
に
よ
る
中
小
証
券
系
列
化
の
解
体
、

銀
行
系
証
券
の
再
編
統
合
、
新
規
参
入
と
自
主
廃
業
に
よ
る
新
陳
代
謝
等
、
証
券
業
の
産
業
組
織
は
流
動
化
し
た
。
も
っ
と
も
、
既

に
見
た
よ
う
に
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
多
様
化
し
て
お
り
、
各
モ
デ
ル
に
お
け
る
中
核
的
な
経
営
資
源
は
異
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
モ
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デ
ル
ご
と
に
産
業
組
織
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
わ
け
だ
。
例
え
ば
、
オ
ン
ラ
イ
ン
証
券
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
、
四
社
〜
六
社
の
寡
占
状

態
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
の
資
産
管
理
型
営
業
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
バ
ン
キ
ン
グ
、
投
資
銀
行
業
務
で
は
、
新
規
参
入
が

盛
ん
で
あ
り
、
極
め
て
流
動
的
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
連
し
て
第
四
の
傾
向
は
、
業
態
間
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
（
連
携
）
の
活
発
化
で
あ
る
。
証
券
仲
介
業
は
証
券
会
社
と
他
業

態
と
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
を
引
き
起
こ
す
契
機
と
な
っ
た
が
、
銀
行
へ
の
そ
の
解
禁
は
、
証
券
会
社
と
銀
行
と
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
を
活

発
に
さ
せ
る
傾
向
を
生
む
で
あ
ろ
う
。
銀
行
は
ペ
イ
オ
フ
解
禁
に
よ
る
流
動
性
預
金
シ
フ
ト
の
受
け
皿
と
し
て
、
ま
た
取
引
先
で
あ

る
中
小
企
業
向
け
再
生
ビ
ジ
ネ
ス
や
中
小
企
業
オ
ー
ナ
ー
の
相
続
・
事
業
承
継
な
ど
に
お
い
て
、
証
券
業
務
を
展
開
で
き
る
カ
ウ
ン

タ
ー
パ
ー
ト
を
必
要
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
７
）。

最
後
に
、
銀
行
に
よ
る
投
信
窓
販
さ
ら
に
証
券
仲
介
業
参
入
な
ど
証
券
販
売
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
多
様
化
、
取
扱
商
品
の
多
様
化
（
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
バ
ン
キ
ン
グ
）
は
、
こ
れ
ま
で
の
証
券
リ
テ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
構
造
的
に
変
え
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

例
え
ば
野
村
総
研
（
８
）

は
、
①
投
資
信
託
の
商
品
イ
メ
ー
ジ
が
銀
行
窓
販
に
よ
っ
て
変
わ
り
購
入
資
金
の
性
格
が
変
わ
っ
た
こ
と
（
９
）

を
取
り

上
げ
、
株
式
も
銀
行
の
窓
口
で
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
同
様
の
事
態
が
起
こ
り
う
る
こ
と
、
②
ま
た
一
つ
の
販
売
窓
口
で
扱
え

る
商
品
が
多
様
化
し
た
こ
と
で
、
顧
客
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
能
力
を
発
揮
で
き
る
余
地
が
生
ま
れ
る
反
面
、
営
業
ス
タ
ッ
フ
が
過
剰

と
な
り
、
販
売
サ
イ
ド
で
顧
客
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
分
極
化
が
起
こ
り
う
る
こ
と
、
③
商
品
横
断
的
な
サ
ー
ビ
ス
（
例

え
ば
特
定
口
座
の
よ
う
な
）
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
こ
と
、
④
商
品
横
断
的
な
シ
ス
テ
ム
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高

ま
る
こ
と
、
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
今
後
の
証
券
リ
テ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
上
で
示
唆
に
富
む
重
要
な
指

摘
で
あ
る
。
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注（
１
）

二
〇
〇
一
年
度
の
資
金
流
出
は
Ｍ
Ｍ
Ｆ
の
「
元
本
割
れ
」
に
伴
う
大
量
解
約
に
よ
る
も
の
で
、
例
外
的
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

（
２
）

『
日
経
金
融
新
聞
』
八
月
二
日
。
推
計
方
法
は
、
家
計
金
融
資
産
一
四
〇
〇
兆
円
か
ら
保
険
・
年
金
準
備
金
な
ど
任
意
に
処
分
で
き
な
い

部
分
を
控
除
し
た
残
り
九
三
〇
兆
円
に
つ
い
て
、
ペ
イ
オ
フ
解
禁
へ
の
警
戒
感
か
ら
現
金
・
流
動
性
預
金
の
比
率
が
九
〇
年
代
前
半
と
比

較
し
て
高
ま
っ
た
分
一
五
％
を
待
機
資
金
と
み
な
し
て
い
る
。

（
３
）

『
日
経
金
融
新
聞
』
九
月
一
五
日
。
す
な
わ
ち
①
一
〇
〇
〇
万
円
超
の
流
動
性
預
金
四
五
兆
円
（
二
〇
〇
四
年
三
月
末
）
の
う
ち
二
六
％

が
シ
フ
ト
す
る
と
仮
定
し
て
一
二
兆
円
。
二
六
％
の
根
拠
は
、
二
〇
〇
二
年
春
、
定
期
預
金
に
ペ
イ
オ
フ
解
禁
し
た
と
き
、
そ
の
前
後
一

年
間
で
個
人
定
期
が
減
少
し
た
が
、
そ
の
減
少
率
が
二
六
％
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
②
こ
の
一
一
月
に
新
札
が
発
行
さ
れ
る
が
、
そ
れ

を
契
機
に
タ
ン
ス
預
金
が
改
札
を
契
機
に
戻
る
可
能
性
が
あ
る
（
流
通
高
伸
び
率
か
ら
推
定
し
て
タ
ン
ス
預
金
は
二
三
兆
円
と
推
測
さ
れ

る
）。
③
さ
ら
に
東
京
三
菱
と
Ｕ
Ｆ
Ｊ
の
合
併
に
よ
り
、
名
寄
せ
が
行
わ
れ
て
二
兆
円
弱
が
一
〇
〇
〇
万
超
円
と
な
る
。
あ
わ
せ
て
三
七
兆

円
。

（
４
）

座
談
会
「
金
融
庁
の
取
り
組
み
」『
証
券
レ
ビ
ュ
ー
』
二
〇
〇
四
年
九
月
、
四
三
ペ
ー
ジ
。

（
５
）

レ
コ
フ
社
調
べ
（『
日
本
経
済
新
聞
』
九
月
二
七
日
）。

（
６
）

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
バ
ン
キ
ン
グ
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
、
顧
客
の
保
有
財
産
（
土
地
や
株
式
等
）
を
担
保
と
す
る
融
資
業
務
が
事
業
展
開
の
重
要
な

パ
ー
ツ
と
な
る
の
で
、
わ
が
国
で
は
信
託
銀
行
等
が
先
行
し
て
き
た
が
、
Ｉ
Ｐ
Ｏ
に
よ
っ
て
財
産
形
成
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る

と
証
券
会
社
も
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
与
し
う
る
余
地
が
出
て
く
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
証
券
会
社
が
兼
業
と
し
て
貸
金
業
の
登
録
を
行
う
こ

と
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
。

（
７
）

も
っ
と
も
、
銀
行
は
す
で
に
本
体
で
公
共
債
な
ら
び
に
投
信
を
販
売
で
き
、
仲
介
業
に
よ
っ
て
新
た
に
販
売
で
き
る
の
は
株
式
、
社
債
、
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外
債
に
す
ぎ
な
い
。
顧
客
ニ
ー
ズ
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
む
し
ろ
Ｉ
Ｐ
Ｏ
の
証
券
会
社
へ
の
斡
旋
な
ど
の
「
市
場
誘
導
業
務
」
の
ほ

う
が
高
い
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

（
８
）

「
本
格
的
な
金
融
業
態
間
競
争
の
幕
開
け
」（
野
村
総
研
『
知
的
資
産
創
造
』
二
〇
〇
四
年
八
月
）。

（
９
）

同
様
の
こ
と
は
、
筆
者
も
以
前
に
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
（「
最
近
の
個
人
顧
客
の
動
向
」『
証
研
レ
ポ
ー
ト
』
二
〇
〇
一
年
一
二
月
）。

（
に
か
み
　
き
よ
し
・
客
員
研
究
員
）

（9）


